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新会長就任の挨拶 佐藤篤由

　

会員の皆さん、いかがお過ごしでしょうか。今年の総会で会長に

推薦されました佐藤篤由です。

　

３、４年前から天候の不順が目立ち出し、今年は特にひどいよう

です。１月、２月の大寒の頃に雨が降ったかと思うと、４月末には

大雪が降りました。寒い日と暖かい日とが短期間に交互にやって来

ますので、非常に体調を崩し易い状態になっています。皆さん、く

　　

れぐれもカゼなどひかないように気を付けて下さい。Ｑ

　　

ところで、当会の総会は∠1月２６日（日）に北胱健保会館で午後

　　

】時３０分から開かれました。当会幹事の川口さんの議長の進行で

　　

６１年度の活動報告、会計報告、そして６２年度の事業計画などを

　　

審議しました。。次いで、藤田さんから６１年度の会計決算が適当で

　　

あったとの監査報告があり、出席者全員の承認を得ました。そして

　　

最後に役員改選がありました。会長の三好さんから、会発足以来会

　　

長を勤めた事と個人的事情により辞意の表明があり、出席者の承認

　　

を得、後任会長に私が選ばれた訳です。その後、北大の桜･田先生を

　　

迎えての医療相談会を行い、午後４時に閉会しました。

　　　

前会長の三好ざんは、昭和４８年１１月の会発足時の中心的役割

　　

をされ、また会発足から今年３月まで実に１３年４ヶ月もの長期に’
●わたって会のために尽されました。毎月１回の役員会、･年２回発行

。

　

の会報、そして療育キャンプ時は無論のこと、大きな事業として映

　　

画会を問催したり、北大の桜田先生とタイアップして実態調査を２

　　

度も精力的に行うなど指導力を発揮されました。その間、一指導力と

　　

合わせて、誠実で誰からも好かれる性格を買われて、難病連の常任

　　

理事も勤めて来られました。

　　　

このような三好さんの後ですので、何かと荷も重く感じられます

　　

が、会員の皆さん、役員の皆さんと仲良く手を取り合って会のため

　　

に頑張りますのでよろしくお願い致します。

- ／－
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第１４回定期.総_会

日時：

　

昭

　　　

１

和

３

６

時

２

３

年

Ｏ

４

分

場所：

　

北農健保会館

プログラム

月

～

２

１

６

６

日

時

（

３

日

Ｏ

）

分

会長挨拶

議長選出

昭和６１年度活動報告

昭和６１年度決算報告

昭和６２年度活動計画案

昭和６２年度会計･予算案

役員改選（新会長挨拶）

会員の自己紹介および近況報告

医療相談会（北大第３内科

　

桜田先生）
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昭和６１年度

　

活動報告

役員会

難病連総会 （難病センター）

再不貧の会第１３回定期総会（北農健保会館）

会報ひまわり１８号発行

難病連札幌地区合同レク

　　　　　　　　

（定山渓章月グランドホテル）

役員会

難病連第１４回全道集会（障害福祉センター）

役員会

再不貧の会療育キャンプ

　　　　　　　　　

（ニセコ山の家

　

29名参加）

役員会

役員会

難病連役員研修会

役員会

役員会

会報ひまわり１９号発行

第８回チャリティ・クリスマスバー

役員会

役員会
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１

１

１

∠1月１

　　

１

∠１月２

８

９

６

日

日

日

６月１３日

６月２８日

８月8-10日

９月１９日

　　　

２０日

Ｏ月１８日

１月２９日

２月２０日

昭和６２年度

　

活動計画

難病連総会

再不貧の会第1∠1回定期総会

医療講演会

会報ひまわり２０号発行

難病連札幌地区合同レク

難病連第１５回全道集会

療育キキンプ

医療相談会

会報ひまわり２１号発行

（難病センター）

（北農健保会館）

（北農健保会館）

（難病センター）

（釧路）

（小樽）

（難病センター）

難病連チャリティ・クリスマスパーティ

●〃 が一
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昭和６２年度

　

部会会計予算書

自：昭和６２年

　

４月

　

１日

至：昭和６３年

　

３月３１日

≒琵郷働付訃

収入の部
科　　　目 ６１年度予算 ６２年度予算 摘　　　要

配分交付金収入 ,台乙だ７ 紗ぶz7？
上部団体助成金収入

会　費　収　入 /444 r? /ij-iAaで ぷ渥ぴぺにん
賛助会費収入 フ.;?ｒ『 ･ｸﾀﾌ7｀ タ冷7゛x･ぶん
参　加　費　収　入

.夕次次７ 乖乙ど7Z｀犀角知万参政亥
販売事業収入

/n.CZT: /r./Tで シyﾝﾌしj俵を
その他の事業収入

寄　付　金　収　入
ぶそ四 ぶとごT

協力会遭元金収入
.^,crT 妙7で

募金箱還元金収入
,梁ご? ぬ7Zヽ

署名募金還元金収入
／ｊ?７ .R乙?7

受取利息収入
－　4{rrv ぶ｡ぐｎ

雑　　　収　　　入 射必 膏か

前　期　繰　越　金
疸夕嫉 ぶｿﾀﾀ今

収入合計 力R Z77｀ 'ﾆｸ別吋Z？

一ぶ一



支出の部

科　　　目 ６１年度予算 ６２年度予算 摘　　　　要

会議費 ぶﾇ汀7 夕そ次の

難病連参加費 4.I'.nrp ぷむ7で

役員会費
ふ心 ,ぞ乙こ?

中央会議費

事業費 .^9cm 次元だＴ

研　修　会 .池だ? 私心
医療講演会 .jT,CTV 捉,につ

患者大会 4ぐご7ヽ 白ぷ77･

原育キャンプ ／ぶ?ど7p /jn/？7）

検診相談会 ふぶで 迎77?

医療相談会 ぶ乙μ汀 :^r,n？

実態調査費 とＪで .7右７『

機関紙・誌費 々zrZ; 勿ご
指導パンフ

地区育成費

相談員補助 fC.'.tJVL /£∠ﾏ77）

活　動　費 /n.nx ,含rZ7

負　担金 ぶ乙ぷZ7？ ぶ?rぶど7Z7

維持会費 ぶrjシゴ j?とrjy77）

全国会負担金

維持運営費 冷Z丿Z７ かｚゴヽ

通信交通費 /乙ご７ /r.'.rrT,

事務局費 ?乙バ？ 茫だ7ヽ

資　科　費 tat そ匹
雑　　　費 な?？ 冶こで

積立金支出

予備費 ？乙μ『 Arw
次期繰越金 /乙乙7T ／八尽て

支出合計 ﾀﾀﾞぬ?ｒ ７?がra>

－ぶー
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昭和６１年度

　

部会決算報告書

自：昭和６１年

　

４月

　

１日

至：昭和６２年

　

３月３１日

ｓ４ｔ米宣萍礼法貧辨浙

収入の部

科　　　目 ６１年度予算 ６１年度決算 摘　　　要

配分交付金収入 &ぶ了Z？ 右乙匹
上部団体助成金収入

会　費　収　入
/以ご ノジヌＪ

賛助会費収入 Ｚえて

参　加　費　収　入 弛が7? ざぶり?つ

販売事業収入 /ZIど^Z『 ７ぐZで

その他の事業収入

寄　付　金　収　入 ぶぐzて ﾉび.ｽａ

協力会 量元金収入 ,気召で

募金箱 量元金収入 マZ7で ｸ,ﾇＪ

署名募金還元金収入 ﾉ回77｀

受取利息収入 召/刀 ぶ姶

雑　　　収　　　入 斑

莉　期　繰　越　金 勧｡丿嫉 祐.擦φ
μ又入心登ｔ 7９ﾇ.trcL クアrぶn

- アー



支出の部

科　　　目 ６１年度予算 ６１年度決算 摘　　　　要

会議費 ノぶぶ､/rev //ぶぶ勁

難病連参加費 μJﾉｸだ 4悩77で

役員会費 9r:.eT:？ ｸﾉぶ勁

中央会議費

事業費 J夕烏冴Z? ぶ腔Zｒ7
研　修　会 延Ｊ j?ゴ認

医療講演会 90.ST『 ぶc.ruで
患者大会 ４む回 ぶ7/?？

療育キャンプ Zｒ7ﾝぶre ﾉ,夕呉々／

検診相談会 .迦Z7『 ぶ乙Z7抑
医療相談会 ぶ'0,£m ぶ£■,C'Tt

実態調査費 ,乞こ /2//ぷ

機関紙・誌費 /＆β7; ぷﾇﾀﾌ『

指導パンフ

地区育成費

相談員補助 ／乙czv ,くtだZ;

活　動　費 ／£ど？1? ぐ/rrt

負　担金 ぶc^.rrc jなTuTT

維持会費 ぶ'cZcn 7r忿zマZ;

全国会負担金

維持運営費 4J.czで .?7.ぶ９
通信交通費 ／どンマ？ /e.cr「
事務局費 ぶ乙ど7? /Zﾀﾇﾌ

資　料　費 子分 Ｚ洽で

雑　　　費 心7で ク々?

積立金支出

予喝費 ^c,m-
次期繰越金 ／£Ｊ？ ^/:9m

支出合計 四∠7Z7 ｸ穴丿鷺．

－ｙ－



新谷さん

医療相談会

　

（北大第３内科桜田先生）

　　　　

４８年に発病し、早くも１３年になり、娘も今年普通高校へ入学

　　　

しました。病院に入通院している間、看護婦さんと接してきて私も
○

　

看護婦になりたいと希望しているのですが、それには体力的に結構

　　　

重労働のため無理なのではないかと思うのですが、本人は希望して

　　　

いるのでできるものならそうさせてあげたいのですが、薬を止めて

　　　

ｌｏ年になりますし、血液の方も赤血球３８０万血小板１２万と落

　　　

ち着いています。

藤田さん

　

私の娘も早いもので高校２年になりました。血液の方は安定して

おりますが、プレドニンを飲んでいた時、腿を火傷しその跡がケロ

●

　　

イド状になり、新しい皮膚が張っても薄く弱く、また成長期のため

皮が引っ張られるため歩行にもさしつかえるので、今年の夏休みに

北大形成外科で移植手術をします。普通の人の倍の入院期間か必要

といわれ、夏休み一杯、１ヶ月位かかるらしいのですか。また血小

板がＩＯ万程度、糖尿病のインシュリンも２８単位うっているので

手術が大丈夫なものか先生にお聞きしてみたいのです。私は１３年

かかってようやく血液の方が安定してきた今、万一の事があっては

大変なので反対なのですが、娘も年頃になり、ぜひにと言うもので

すから。

－ター



吉田さん

　

３才９月に発病し、以後人退院を繰り返し現在札幌市立病院に入

院中です。昨年は落ち着いて通院していたのですが、赤血球∠１５０

万血小板４万をピークに下り始め、１月に入院軸血２回（赤血球、

血小板成分輸血）しました。

　

５月より院内学級に入学しています。

青塚さん

　

昨年の９月には赤血球３００万白血球１６００ありましたが、少

しずつ検査のたびに減少し、現在赤血球２３０万白血球１０００と

なりました。血小板は変わらないのですが、そのため、アメドール

2 5 m gを5 0 m gに増量してもらいましたが、副作用で体が非常

にかゆく、湿疹状態になっています。日常生活は普通にできますが、

風邪を引くと長びき、治るまで相当日数がかかります。現在４週間

に１度通院し、投薬を受けています。その薬に、元気になるからと

２年前より朝鮮人参の粉末状の薬を入れて頂いていますが、そのせ

いで下るのかなあと思ったりしているのですが。

野村さん

　

背中に痛みを感じ北大で診察してもらったところ、砂のような胆

石が貯っていると言われたのですが、胆石にしては変な痛みなので

整形外科で診てもらったところ、肋骨が骨折しているとのことで、

現在王子病院に入院しギブスをしています。痛みはなくなりました

が、まだ注射は続けています。

－ノひー



桜田D r

　　　　

この病気も少しずつ解明されていますが、まだまだ解からないと

　　　

ころが多く、それゆえ難病なのですが、個人個人でいろいろと病状

　　　

が異なり、また薬の効果や副作用も千差万別で、一応効果があらわ

　　　

れるのには早い人で６ヶ月、普通は６年を目度にしています。また

　　　

効果があれば多少の副作用は我慢をしてもらうより仕方がありませ

　　　

ん。薬の効果があらわれない場合には骨髄移植という方法もありま
○

　

すが、なかなか適合する骨髄の組織を探すのが大変です。血液型は

　　　

赤血球のＡからＢへもＯへも出来ますが、白血球のリンパ球が適合

　　　

する方よりしか移植はできず北大でも無菌室は作ったのですが、年

　　　

間２例よりありません。

　　　　

藤田さんの場合ですが、血小板は３万あれば充分手術はできます

　　　

ので安心して受けて下さい。糖尿の方も心配ないと思いますが、担

　　　

当の先生に連絡しておきます。

　　　　

それから、新谷さんの娘さんは今年高校入学したばかり、高校３

　　　

年、看護学校３年と時間はまだ十分有りますので、それで体力をつ

　　　

け、希望を持って進まれるようにして下さい。現在の状態ですと何

　　　

をしても大丈夫です。

●

　

吉田さんのお母さんの心配されることは十分わ力?りますか｀お子

　　　

さんはお母さんを頼りにしている訳で、お母さんが弱気になられて

　　　

はお子さんにも影響を及ぼし、治るものも治らないという事にもな

　　　

りかねませんので、必ず病気は治る、治すという気持ちで望まれる

　　　

ようにして下さい･。幸いこの会には同じ年頃に発病した娘さんを完

　　　

全とは言えなくとも、ＩＯ年以上かけて治された藤田さん、新谷き

　　　

んと先輩がおら･れるのでその方の話などを聞かれ、療養の参考にさ

　　　

れたら如何でしょうか。

一／/－



全道集会のお知らせ

　

今年で第１４回目を迎える難病患者、障害者と家族の全道集会は

霧の街・釧路で下記により開催されます。会員の皆さんで都合のつ

く方は、ふるって参加して下さい。

と

　

き

ところ

貧

　

用

プログラム案

８月９日く日）

釧路市公民館

記

２泊の人

　

大人20,000円

　

子供

　

15,000円

１泊の人

　

大人

　

10,000円

　

子供

　

7,500円

特別仕立ＪＲを利用の場合は無料

自家用車利用の場合は各自自己負担

会から大人

　

5,000円，子供

　

3,000円の補助あり

８日（土）18:00～19:30

　

ホテル

　　　　　　　　　　　　　

歓迎レセプション

　

ムックリの演奏

　　　　　　　　　　　　　

郷土芸能、歓迎挨拶

　

他

９日（日）9:30～12:00

　

ホテル、公民館、福祉会館

　　　　　　　　　　　　　

分科会

　　　　　

13:00～15:30

　

公民館

　　　　　　　　　　　　　

全体集会・・・挨拶、基調報告

　　　　　　　　　　　　　

記念講演、アピール採択

　

他

－／２－
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再不貧会会員名簿

氏　名 -T 住　　　　所 TEL 備　考

三好　隆志 幹事

佐藤篤由 会長

敦川　弘臣 副会長

矢野　肇 幹事

小野　栄一

小川　巌

川口　進 幹事

青塚峰子

新谷昭一 聡子

黒沢雄三 千秋

野村　幸子

鈴木三枝子

松本紘子

丸山　得右

佐藤信子 健二

藤田　茂 曜子

－/ｊ－



氏　名 一丁 住　　　　所 TEL 備　考

桜庭　繁子

久保田喜代子

宮原栄子

伊藤清彦

佐々木進 勇

前原　正美

梶野　フミ

橋本　松代

岩淵綸美

谷口　国子

児玉　ハル

正田　勁 百樹

中川　好明

菅野　ィクノ

坪田　和子

加藤　きよ

水根孝蔵 光邦

一 /多一



氏　名 －Ｔ 住　　　　所 TEL 備考

西谷　善二

商松　好子

熊沢　シズエ

清水正則

中島勝年 秀彰

美濃康幸

武田　裕美子

畠山　とら子

杉本　弘 ※
美樹

牧野　敏江

千葉　円治

秋森新二 美佳

大野　明 大輔

山本信育

宮崎　良一

久保　昭二

大野五百子

－バー



氏　名 一丁 住　　　　所 TEL 備　考

古田　修

松田　豊

吉田　百合子

江刺家由美子

大場敏夫
※

高畑光男

伊藤富美 稔

吉田　恵 英昭

田中　恵子

高正洋子

池戸　賢治 金一

吉田　啓子

佐藤和敏

太田　静江 賛助
　会員

本田　美智子 賛助
　会員

中村正信 賛助
　会員

津森　悦子 賛助
　会員

※血小板減少性紫斑病

－／ぷ一



１

会長退任にあたって 三好隆志

３年間にわたる長い間、会員皆様方のご協力のおかげで、会長

の重責を全うすることができ有難うございました。今回会長を退く

こiとを決意いたしましたのは、私の仕事が多忙になったこともさる

ことながら、会の運営が私個人の力ではなく、役員幹事皆様の協力

体制のもと

○より発展さ

で立派に実行できるようになったことです。また、会を

せるためには、できるかぎり多くの会員の皆様に会長、

理事をやっていただき、会活動の理解を深め、会員相互の親睦をは

かり、ざらに難病連との連帯意識を高めることが大切であると考え

たからです。

　

今後は、佐藤会長、敦川副会長、矢野理事の各役員と川口、久保

幹事の協力体制のもとで、これまで以上に会が発展することを期待

しております。私は会長は退きますが、北大第三内科桜田先生との

●

医療相談の連絡はこれまでどうり

うり会の運営に協力していくつも

しくお願い申し上げます。

行い、会員の一人として今までど

りでおりますので、今後ともよろ

－／7－



編集

　

再生不良性貧血患者と家族の会

三好隆志

ひまわり

　

２０号

　

昭和６２年６月１３日
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